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３ 会議事項 

 ⑴ 松本地域公共交通会議 

   【議案第１号】松本駅お城口広場路線バス乗降場の再配置について 

【議案第２号】令和６年春のダイヤ改正について 

【議案第３号】ＡＩオンデマンド交通の運行状況及び今後の計画について 

【議案第４号】地域主導バスの見直しについて 

 ⑵ 松本地域公共交通協議会 

   【議案第１号】松本地域公共交通利便増進実施計画の一部変更について 

【報 告 事 項】路線バスのクレジットタッチ決済サービス開始について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 
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議 事 

１ 松本地域公共交通会議 

⑴ 協議事項 

  ア 議案第１号 松本駅お城口広場路線バス乗降場の再配置について 

   ○ 交通ネットワーク課：資料に基づき説明 

     ＜質問、意見がなく了承＞  

  イ 議案第２号 令和６年春のダイヤ改正について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   ○ 委 員：利用者が少ない便を廃止するのか。利用者が少ないという基準

はあるか。 

   ○ 事務局：１便あたり１０人程度の利用、収支率２０％程度を目安に、見

直しを検討する路線として位置付ける。明確に何人を下回った

らという基準はないが、誰も乗らずに運行していることが多い

路線は、必要性を地元と協議したうえで廃止の検討を進めた。 

  ウ 議案第３号 ＡＩオンデマンド交通の運行状況及び今後の計画について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   ○ 委 員：①運行台数と運行時間、②収支率、③アプリの利用率はどのく

らいか。 

   ○ 事務局：①各エリア２台、平日９時から１７時まで運行。②無料クーポ

ンを除くと、現状で約１０．１１％の収支率。システムの開発

費等を含めると、収支率は下がる。③アプリ予約より電話予約

が多く、約７０％が電話予約 

  エ 議案第４号 地域主導バスの見直しについて 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   ○ 委 員：ＡＩオンデマンド交通を地域主導バスに入れていくことはない

のか。 

   ○ 事務局：ＡＩオンデマンド交通の導入については、地区内の移動を支援

するものと捉えているため、地区内の人口集積や施設数等がエ

リア選定の条件になる。 

          これに対し、地域主導バスは、以前あったバス路線の廃止に

伴い、地域から中心市街地への通勤・通学といった移動を維持

していくための方策として地域で協議がなされ成り立ってきた

経過である。 

          今後の地区内移動について、ＡＩオンデマンド交通をすぐに

地域主導バスに導入することは性格が違うと考えるが、高齢化

が進み不便になる方が増えることを考慮すると、地域主導バス

の運行内容について、地区内の移動に視点を置いた見直しも必

要になると考えているので、協議会の皆様と協議しながら進め

ていきたい。現段階で、地域主導バスが導入されている地区の

人口集積や施設状況を踏まえると、ＡＩオンデマンド交通の導

入には至らなかった。 

   ○ 委 員：地域が主体になってＡＩオンデマンド交通の導入を検討してい

ることはないのか。 



   ○ 事務局：ＡＩオンデマンド交通は地域住民から求められて導入した。両

地区の地域づくりセンターで会議も行っているが、全て市が主

体となっているわけではなく、地域の皆様が自分たちの地域内

移動を課題として捉えて行っているもので、地域の発意をもと

に運行している。 

   〇 委 員：松本市では、地域のためのデマンド交通と明確に位置付けされ

ているが、他の地域では、公共交通とデマンド交通が混同して

しまっている感覚がある。タクシー事業の存続にも関わること

なので、それぞれの位置づけは明確にしていただきたい。 

 

２ 松本地域公共交通協議会 

⑴ 協議事項 

  議案第１号 松本地域公共交通利便増進実施計画の一部変更について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

     ＜質問、意見がなく了承＞ 

 ⑵ 報告事項 

路線バスのクレジットタッチ決済サービス開始について 

  ○ 交通ネットワーク課：資料に基づき説明 

   ○ 委 員：チケットＱＲの機械でサーバーエラーがあり、１時間以上使用

できなかったことがあった。そのようなトラブルがあるとかな

り時間を要するため利用客に迷惑がかかってしまう。クレジッ

トタッチ決済の導入にあたっても、サーバーエラーが起きない

ような状態にしていただきたい。 

   ○ 交通ネットワーク課：ご指摘のとおり、現在運用しているチケットＱＲ

で、サーバーエラーにより何度か利用できないことがあり、関

係者の皆様に大変ご迷惑をおかけしてしまい申し訳なかった。

ドライバーの皆様にとってもご負担にならないような形で、利

用者の利便性を高められるよう引き続き進めていきたい。 

 ⑶ その他 

   ○ 事務局：今回、会議の委員ではないが、交通会議のあり方について、松

本地域における交通課題に対し松本市がどのように取り組んで

いくかということを含めて、松本市副市長の宮之本からご挨拶

を申しあげたい。 

   ○ 宮之本副市長：長野県内だけでも公共交通の近況については多く報道さ

れ、松本市議会の２月議会においても多く質問が出た。そうい

った中で、松本地域公共交通会議のあり方について、意見が異

なる方々の議論の行われる場にしていかなくてはならないと考

えている。国土交通省の資料の中で、公共交通会議は、住民や

利用者、交通事業者等、意見の異なる関係者が集まり、よりよ

い地域公共交通の実現に向けた議論を行い、合意形成を行う場

とされている。こちらが提示した議案に対し質問するというこ

とだけでなく、賛成、反対といった議論が活発に行われるよう



にしていきたいと考え、今回参加させていただいた。今後、地

域の足をどう守っていくのかについて、この会議の中で、利害

関係が異なる皆様とともに活発な意見交換をしていきたい。次

回以降私ども主催者が中に入って活発な議論形成の場にしたい

と考えている。 

   ○ 事務局：法改正があった運賃協議会の新設や、より多くの方の意見が反

映されるようなダイヤ編成会議の協議方法についても今後検討

していきたい。また、宮之本副市長の会議への参加を含め、委

員の皆様のご意見を伺いながら、交通会議が活発な意見交換の

場となるよう進め方を見直していきたい。 

 

以上  

  


